
■ 真  保 　正子さん
しん ぽ

―ロサンゼルスオリンピックやり投げ日本代表（故人）

　今まさにやりを放たんとする 凛  々 しい姿を見せてくれる
り り

こちらの女性は、やり投げの種目でオリンピックに出場し

た富田林市に在住された

真保　正子さん。長野県

出身で、日本代表として

出場した１９３２年のロサン

ゼルスオリンピックで

は、当時の日本記録を更

新する３９㍍７㌢の記録で

見事４位入賞を果たしま

した。

　大会後、大阪に生活を

移してからは、スポーツ

指導者として活躍されました。本市にお住まいになられた

後は、長きにわたって学校教育に携わり、大阪大谷大学（当

時の大谷女子大学）の教授として 教 
きょう

 鞭 も執られました。
べん
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■有本　千代子さん

―ミス・ユニバース・コンテスト日本大会、準ミス（故人）

　カメラに向かってポーズを決めるこちらの女性は、１９５５

年開催の「ミス・ユニバース・コンテスト」日本代表選定

大会において、準ミスに選ばれ

た富田林市出身の有本　千代子

さん。

　当時の新聞報道によると、富

田林市民の大きな期待を背負っ

て最終審査に挑んだことや、向

かう先々で大きな歓迎を受けた

ことなどが掲載されています。

準ミスに選ばれたのち富田林市

に凱旋した際には、富田林駅で

は市民が列をなして歓迎し、当

時の市長も駅まで出迎えに行っ

たという話もあります。
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■花岡　伸和さん

市制施行７０周年記念応援団　団長

　
今
月
号
か
ら
令
和
３
年
３
月
号
に
か
け
て
、
市
制
施
行
　
周
年

７０

記
念
応
援
団
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
本
市
に
縁
の
あ
る
方
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
同
応
援
団
団
長
の
花
岡
　
伸
和
さ
ん
と
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
り
投
げ
日
本
代
表
の
真
保
　
正
子
さ

ん
、
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
大
会
、
準
ミ
ス
の

有
本
　
千
代
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
制
施
行
か
ら
　
年
70

い
ろ
い
ろ
な
方
に
支
え
ら
れ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
左
表
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
中
止
し
ま
す

１６

　富田林市出身の花岡さんは車いす

陸上競技のトップアスリートであ

り、２００４年のアテネパラリンピック

車いすマラソンで日本人トップの６

位入賞、２０１２年のロンドンパラリン

ピックでも５位入賞と輝かしい成績

を収められています。

　現在は、選手の指導のほか、日本

パラ陸上競技連盟副理事として、パ

ラスポーツの発展に取り組まれてい

ます。

　今年２月に開催した同応援団委嘱

式では、「子どもたちが未来に向かっ

て目標や夢を持って大きくなってい

ける、そんな街を市制施行７０周年を

きっかけに残していきたい」と団長

就任の意気込みを語られました。



１７

　認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らす

ためには、地域の人の理解が大切です。今後社会を担っ

ていく子どもたちに、本との出会いから認知症に関心

をもってもらうことを目的に「認知症の本を読もう！

MEET☆富田林コンクール」を毎年開催しています。昨

年度の「感想文の部」最優秀賞の作品を紹介します。

「『ばあちゃんの笑顔をわすれない』を読んで」　

上本　幸太さん（第三中学校３年（当時））

　この本を読んで感じたことが三つあります。

　一つ目は、介護をすることの難しさです。私には九

十一歳になる曽祖母がいます。年に二、三回しか会え

ないのですが、数年前から物忘れが 酷 くなり、同じこ
ひど

とを何回も言ったり、夢と現実の区別がつかなくなっ

たりと認知症の症状が出てきています。してもらった

ことを忘れてしまい、してもらえないとイライラした

り、小さい声だと耳が遠いので聞こえず、大きな声で

喋ると怒られているように感じたりと、介護している

祖父母はとても大変そうでした。

　二つ目は、高齢者をいたわることの大切さです。い

つか自分も年をとって介護されるようになるかもしれ

ないので、自分がこの立場ならどうしてもらいたいか

をしっかりと考えて行動しなければならないなと思い

ました。

　三つ目は、地域が一丸となって高齢者を支えること

の重要性です。この本では、デイサービスと老人ホー

ムでの介護について書かれており、「この町の人たちの

福祉はこの町の人の手で」という部分があります。こ

の本のように家族だけでは介護が難しくなった時、デ

イサービスの利用や老人ホームへの入所をしなければ

ならないかもしれません。私の曽祖母も今は祖父母と

自宅で暮らしていますが、今後認知症の症状がもっと

進んだり、体が動かなくなったら自宅での介護は難し

くなるかもしれません。地域全体で支えていくことの

大切さを学ぶことができました。

　全ての人は年をとります。介護を受けなければなら

ないかもしれません。そのことを頭において高齢者の

方と接していかなければならないと思いました。全て

の人が楽しい老後を過ごすためには、全ての人が一丸

となって支えていく必要があると、この本から学びま

した。

　　　　　　　　　　　　　　高齢介護課（内線１８３）

肺
が
ん
検
診
、 
                      

受
け
て
い
ま
す
か
？

●
肺
が
ん
は
、
死
亡
数
が
男
女
合
わ

せ
て
一
番
多
い
が
ん
で
す

　
日
本
人
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
の

第
一
位
は
肺
が
ん
で
す
。
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
肺

が
ん
の
怖
さ
で
す
。

　
た
だ
し
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
生

存
率
が
高
い
が
ん
で
す
。

●
予
防
と
検
診

　
が
ん
予
防
に
は
禁
煙
や
節
度
の
あ

る
飲
酒
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、

身
体
活
動
、
適
正
な
体
型
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
か
ら
の
感
染
予
防
な
ど
が

効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
の
た
め
に
　
歳
４０

以
上
の
人
は
１
年
に
１
回
、
肺
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
肺
が
ん
検
診
で
は
二
重
読
影
が
国

の
基
準
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
肺
が
ん
検
診
で
は
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
を
し

ま
す
。

　
肺
が
ん
の
影
を
見
落
と
さ
な
い
た

め
に
、
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
（
二

重
読
影
）
が
国
の
基
準
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
検
診
で
は
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
の
フ
ィ
ル
ム
を
二
人
の
医
師
が

別
々
に
じ
っ
く
り
調
べ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

●
肺
が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

　
本
市
で
は
満
　
歳
以
上
で
あ
れ

４０

ば
、
４
月
～
翌
年
３
月
の
年
度
内
に

１
回
、
無
料
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
診
を
希
望
す
る
人

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
や
集
団
検
診
の
日

程
な
ど
詳
し
く
は
、
４
月
号
広
報
に

折
り
込
み
の
「
令
和
２
年
度
保
健
事

業
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進

課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
確
認
で
き
ま

す
。

●
肺
が
ん
と
喫
煙

　
喫
煙
は
吸
っ
て
い
る
本
人
の
肺
が

ん
リ
ス
ク
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
を
吸
い
込

む
こ
と
（
受
動
喫
煙
）
で
喫
煙
者
の

周
囲
の
人
も
肺
が
ん
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
、
今
年
４
月
に
改
正
健
康
増
進

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
に
お
い
て
屋
内
が
原
則
禁
煙
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
中
の
人
は
自
分
や
家
族
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
禁
煙

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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康
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進
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